
●
下
水
道
の
し
く
み

下
水
道
は
、
生
活
排
水
を
1
か

所
に
集
め
、
処
理
場
で
き
れ
い
な

水
に
し
て
流
す
こ
と
で
、
川
や
海

な
ど
の
自
然
を
守
り
、
私
た
ち
の

生
活
を
快
適
に
す
る
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

町
の
下
水
道
は
、「
分
流
式
下

水
道
」
と
呼
ば
れ
る
、
汚
水
と
雨

水
を
分
け
て
排
水
す
る
方
式
を
採

用
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
汚
水
は
最
終
的

に
中
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー
（
三
郷

市
）
で
処
理
さ
れ
、
海
に
放
流
さ

れ
て
い
ま
す
。（
図
1
参
照
）

●
下
水
道
の
役
割

で
は
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る

と
ど
の
よ
う
な
効
果
が
生
ま
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

①
ト
イ
レ
が
水
洗
に

い
つ
も
快
適
で
き
れ
い
な
ト
イ

レ
が
使
え
ま
す
。

②
生
活
環
境
が
良
好
に

汚
水
は
、
側
溝
や
排
水
路
に
は

流
れ
な
い
の
で
、
害
虫
や
伝
染
病

を
防
ぎ
、
悪
臭
も
防
げ
ま
す
。

③
川
や
海
が
き
れ
い
に

汚
水
は
処
理
場
で
き
れ
い
に
な

る
の
で
、
川
や
海
の
水
質
は
き
れ

い
な
ま
ま
で
す
。

●
下
水
道
の
整
備
状
況
は

町
で
は
、
1,
4
8
0
ha
の
全

面
積
の
う
ち
、
1,
0
6
0
ha
を

処
理
計
画
区
域
と
し
て
定
め
、
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
で
は

計
画
区
域
の
48
・
7
％
に
あ
た
る

5
1
6
・
7
ha
が
使
用
可
能
と
な

っ
て
お
り
、
こ
の
区
域
内
に
お
住

ま
い
の
方
は
下
水
道
へ
の
接
続
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
早
め
に
接
続
し
ま
し
ょ
う

下
水
道
の
整
備
が
済
ん
だ
区
域

で
は
、
3
年
以
内
に
下
水
道
に
接

続
し
、
ト
イ
レ
を
水
洗
化
す
る
よ

う
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
し
尿
浄
化
槽
を
お
使
い

の
方
に
つ
い
て
も
、
で
き
る
だ
け

早
く
浄
化
槽
を
廃
止
し
、
下
水
道

へ
の
接
続
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
接
続
の
方
法
は

家
庭
の
排
水
管
の
下
水
道
へ
の

接
続
（
図
2
参
照
）
は
、
町
指
定

工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

町
指
定
工
事
店
は
基
準
に
あ
っ

た
工
事
を
実
施
す
る
者
と
し
て
、

あ
ら
か
じ
め
町
が
指
定
し
て
い
る

も
の
で
す
。

な
お
、
町
で
は
、
排
水
設
備
工

事
に
必
要
な
資
金
に
つ
い
て
、
指

定
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
あ
っ
せ
ん
も
行
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
一
定
条
件
が
あ
る
た
め
、
詳
細

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
）

●
使
用
料
は
ど
う
な
る
の

使
用
料
は
、
上
水
道
の
使
用
水

量
に
応
じ
て
計
算
さ
れ
、
水
道
料

金
と
合
算
し
て
、
2
か
月
に
1
度

の
請
求
と
な
り
ま
す
。

●
下
水
道
の
使
い
方
の
ポ
イ
ン
ト

下
水
道
は
た
だ
汚
水
を
流
す
だ

け
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
正
し

い
使
い
方
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

①
排
水
口
に
網
を
つ
け
ま
し
ょ
う

台
所
、
浴
室
の
排
水
口
か
ら
調

理
く
ず
や
ご
み
が
流
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

②
油
は
流
さ
な
い
よ
う
に

食
用
油
は
流
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
下
水
管
に
こ
び
り
つ

き
、
流
れ
が
悪
く
な
り
ま
す
。

③
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
は

流
さ
な
い
よ
う
に

便
器
に
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
以
外
の
も
の
を
流
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
つ
ま
り
が
出

る
と
大
変
で
す
。

下
水
道
は
私
た
ち
の
生
活
に
は

欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
今
後
と

も
事
業
の
推
進
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

都
市
整
備
課
公
共
下
水
道
担

当
○内
２
４
４
５
、
２
４
４
６

最
近
町
内
で
突
然
お
宅
を
訪
問

し
、
宅
地
内
の
「
汚
水
ま
す
の
点

検
」
な
ど
と
い
っ
て
、
排
水
管
の

清
掃
な
ど
を
強
要
す
る
業
者
が
い

る
よ
う
で
す
。

町
で
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭

に
直
接
業
者
を
訪
問
さ
せ
て
、
点

検
や
清
掃
作
業
を
勧
め
る
こ
と
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

不
審
に
思
っ
た
場
合
は
都
市
整

備
課
公
共
下
水
道
担
当
○内
２
４
４

６
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

6

問

〜
正
し
く
下
水
道
を
使
い
ま
し
ょ
う
〜�

ご
存
じ
で
す
か�

（図２）

（図１）

三郷市にある中川水循環センター
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上
越
新
幹
線
走
行
試
験
に
伴
う
列

車
夜
間
走
行
に
つ
い
て

同
社
で
は
、
自
動
列
車
制
御
装

置
の
更
新
に
伴
う
、
地
上
設
備
お

よ
び
車
両
性
能
等
の
基
礎
デ
ー
タ

収
集
の
た
め
、
営
業
に
供
す
る
列

車
の
運
転
が
終
了
後
、
現
有
車
両

の
列
車
速
度
を
段
階
的
に
設
定
し

て
1
日
に
つ
き
1
往
復
の
夜
間
走

行
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

沿
線
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
試
験
用
列
車
の
走
行
区
間

上
越
新
幹
線（
大
宮
〜
熊
谷
間
）

●
試
験
用
列
車
の
試
験
日
お
よ
び

通
過
予
定
時
間

下
表
の
と
お
り

※
な
お
、
下
表
の
時
刻
は
計
画
で

あ
り
、
当
日
の
列
車
運
行
状
況
や

試
験
の
進
捗
状
況
に
よ
り
時
刻
が

若
干
変
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

●
夜
間
列
車
走
行
速
度

お
お
む
ね
時
速
1
6
0
㎞
（
営

業
時
間
帯
の
列
車
速
度
以
下
で
走

行
し
ま
す
の
で
、
夜
間
走
行
時
の

騒
音
等
は
営
業
時
間
帯
よ
り
低
減

す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。）

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

大
宮
支
社
設
備
部
企
画
課
�
６
４

２
│
７
４
２
３
（
担
当：

高
橋
、

尾
崎
）

県
で
は
、
建
築
士
な
ど
の
専
門

知
識
を
持
つ
第
三
者
が
、
リ
フ
ォ

ー
ム
工
事
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い

る
か
検
査
を
行
う
制
度
を
開
始
し

ま
し
た
。
検
査
は
、
工
事
の
前
に

契
約
書
や
図
面
が
適
切
か
を
見
る

「
書
類
検
査
」
と
、
工
事
後
の
施

工
状
態
を
検
査
員
が
実
際
に
見
る

「
現
場
検
査
」
が
あ
り
ま
す
。

検
査
対
象

県
内
の
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
工
事

申
込
先

県
が
指
定
し
た
指
定
検

査
機
関
（
有
料
）

◆
指
定
検
査
機
関
（
H
19
･
6
現
在
）

財
団
法
人
さ
い
た
ま
住
宅
検
査
セ

ン
タ
ー
�
８
２
３
│
１
２
５
６

申
込
が
で
き
る
方

住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
工
事
を
発
注
さ
れ
た
方
ま
た

は
、
工
事
を
請
け
負
っ
た
リ
フ
ォ

ー
ム
業
者

詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w
w
w
.p
ref.saitam

a.lg
.j

p
/A
10/B

H
00/refo

rm
kensa/ri

fo
rm
_ind
ex.htm

l

県
住
宅
課
�
８
３
０
│
５
５

７
１
ま
た
は
、
町
都
市
計
画
課
○内

２
４
２
４
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ジェイソンのニュースワールドへ再びようこそ。みんなから暑
いという言葉を聞くことが多くなってきました。つまり、夏が来
た！ということですね。この暑い夏の間、外で働く人々は、こま
めに水分補給をしたり、冷たい物を食べて熱中症に気をつけるこ
とです。私の国アメリカもとても暑くなっています。今の時期、
おいしい飲み物、アイスクリーム、カキ氷、ジェラート、アイス
クリームケーキ、冷たいパイなどがおいしいですよね。ニューオ
リンズの人々も伊奈町の人々も、これらのおいしい飲み物やデザ
ートを楽しんでいると思います。しかし、これらのデザートや飲
み物のスタイルや味、種類にはいくつかの面白い違いがあります。
例えば、ニューオリンズで夏のデザートと言えば、「アイスクリ

ーム・ベニエ」です。ベニエとは四角い形をしたドーナツに粉砂
糖をまぶしてあるものです。また、アイスクリームやフルーツと
一緒に食べることもできます。ベニエとは、ニューオリンズで使
われているフランス語由来の言葉でドーナツという意味です。ベ
ニエは普通のドーナツとは味はもちろん、食感も違いますが、今
でも多くの国々でとても人気があります。みなさんも冷たくてお
いしい飲み物とデザートで、この暑い夏を楽しみましょう！

No. 5

※ジェイソンへのお問い合わせは、教育委員会学校教育課●○内2532へ （日本語訳：Jason）

Welcome back to Jason's News World. We are
starting to hear more Japanese people say it is hot in

Japanese. That means it is Summer time! During the summer every-
one that is working outside should remember to be careful and take
time to drink or eat cold things.  In my country America, it is also
getting very hot. This is a perfect time to eat many delicious drinks,
ice cream, snowballs, gelatos,ice cream cake, and cold pies. In both
New Orleans and Ina Machi many people enjoy  these wonderful
drinks and desserts, but there are some interesting differences in the
taste, varieties, looks, and styles of these desserts and drinks. 
One example of a New Orleans summer dessert is the" Ice Cream
Beignet". The beignet is a square piece of dough, fried and covered
with powdered sugar. Beignets can also be served with ice cream or
fruits. In New Orleans French language "Beignet" means fried
dough. Beignets taste and feel different than dough-nuts, but they
are still very popular now in many countries. Let's us all enjoy our
cold summer drinks and delicious desserts during this hot summer.

JR
東
日
本
か
ら
の

お
知
ら
せ
と
お
願
い

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
検
査

す
る
制
度
を
開
始
し
ま
し
た

下水道事業受益者負担金の
納期のお知らせ

納付は納期限までにお忘れ
ないようにお願いします。

都市整備課公共下水道担
当○内２４４５

10月１日納期限第２期

伊奈町 

走行月日 線別 

駅
間 

第
１
回
目 

備
考 

１０月１５日� 
１９日� 上下

線 

大
宮
〜
熊
谷
間 

１
時
１０
分
〜
４
時  

予
備
日 

平成２０年 
１月２５日� 
２月１日� 

８日� 
１５日� 

問

問

問

さいたま地方法務局と埼玉
県人権擁護委員会連合会では、
子どもをめぐるさまざまな人
権問題に対し、「子どもの人権
１１０番」を設置し取り組ん
でいます。
このたび全国一斉の強化週
間を設定し、下記の専用電話
で子どもたちからの相談を受
け付けます。

期日 ９月１７日�～２３日�
時間 ８時３０分～１９時【ただ
し２２日�・２３日�は１０時～１７
時】
電話番号 ０１２０－００７－
１１０（ IP電話など一部使用
できない電話があります）
相談担当者 法務局職員、埼
玉子どもの人権専門委員が対
応します。
※秘密は厳守します。
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